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❶「市庭（いちば）」
　　村民の居間・村の催事場→地方創生拠点整備交付金を活用し、平成 30 年 3 月完成予定。

道の駅あおき高機能拠点化プロジェクト 進捗状況
④拠点化プロジェクト

❷「農産物直売所」
　　旧農産物直売所の売り場面積 2 倍→平成 29 年 4 月 28 日リニューアルオープン。

❸「食堂棟」
　　各席が約 100 席。団体客にも対応。→農林水産省の農山漁村振興交付金を活用し、

平成 29 年 10 月完成予定。

❹「研修・体験施設」
　　現在の食堂棟を活用して研修・体験学習施設として活用。→食堂棟完成後改装し、平成30年3月完成予定。

❺「情報提供施設（アトリウム）」
　　村の様々な情報発信施設。休憩施設や展示場としても活用。
　　→地方創生拠点整備交付金を活用し、平成 30 年 3 月完成予定。

■各施設の概要

❻「都市農村交流施設」
　　賃貸型店舗施設→平成 30 年度実施予定。

❾「自然エネルギー発電システム
　　　　　　　（エネ空あおきタワー）」
　　風力・太陽光を組合わせたハイブリッド発電システム実証

実験場。→平成 29 年 2 月 16 日運転開始。

❽「6 次産業化推進施設」
　　タチアカネ蕎麦などの保冷等倉庫。→地方創生拠点整備

交付金を活用し、平成 30 年 3 月完成予定。

⓫「駐車場及び周辺工事」
　　長野県施工による駐車場及び周辺の道路施設等整備。
　　→平成 29 年度から平成 30 年度にかけて整備予定。

❼「加工施設増築」
　　お弁当やお惣菜の加工する施設。→農林水産省の農山

漁村振興交付金を活用し、平成 29 年 11 月完成予定。

❿「ＥＶ充電装置」
　　電気自動車充電施設。→平成 28 年 2 月完成。

平成 29年 7月号2
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道の駅あおき高機能拠点化プロジェクト

　平成27年1月に国土交通省から「重点道の駅」の選定を受け、地域の高機能な（産業、交流、防災、
移住定住など）拠点施設として整備を進めています、道の駅あおきの進捗状況についてお知らせ
をします。
　4月28日グランドオープンした農産物直売所は、4月28日から5月7日のゴールデンウィーク中
8,000人以上の方にお買い物をいただき、売上金額も昨年4月分、1か月分の売上を、この10日
間で上回る大盛況ぶりでした。この農産物直売所とあわせて、味処 こまゆみも3,000人の方に
ご利用いただき、同様に来客数、売上金額ともに例年を大きく上回り、農産物直売所のリニュー
アル効果が顕著に表れております。

道の駅あおき高機能

3広報あおき　460号



【 

計
画
策
定
の
目
的 
】

　

村
の
公
共
施
設
等
は
、老
朽
化
が
進
み
改

修
や
建
て
替
え
が
必
要
な
時
期
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、財
政
面
で
は
、税
収

の
伸
び
悩
み
等
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ

て
、将
来
的
に
す
べ
て
の
公
共
施
設
等
を
こ

の
ま
ま
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
な
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、村
に
お
け
る

公
共
施
設
等
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、公
共
施
設
等
を
取
り
巻
く
現
状
や
将
来

に
わ
た
る
課
題
等
を
客
観
的
に
整
理
し
、長

期
的
な
視
点
を
持
っ
て
公
共
施
設
等
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
本
計
画
は
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
対
象
は
村
有
財
産
の
う
ち
、村
民

文
化
施
設
、社
会
教
育
施
設
な
ど
の
公
共
施

設（
2
1
3
施
設
）お
よ
び
道
路（
村
道
・
農

道
・
林
道
）、橋
き
ょ
う

梁り
ょ
う

、上
水
道
、下
水
道
、農
業
水

利
施
設
の
5
分
類
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
資
産

で
、計
画
期
間
は
、平
成
29
年
度
か
ら
68
年
度

ま
で
の
40
年
間
で
す
。

【 

現
状
と
課
題 

】

■
公
共
施
設
の
現
状

　

建
築
30
年
以
上
を
経
過
し
た
施
設
は
27
施

設
あ
り
全
体
の
約
13
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

文
化
会
館
や
小
中
学
校
の
校
舎
、総
合
体
育

館
な
ど
延
床
面
積
が
1
0
0
0
㎡
を
超
え
る

規
模
の
大
き
い
施
設
も
み
ら
れ
ま
す
。

■
イ
ン
フ
ラ
資
産
の
現
状

　

道
路
や
橋
梁
、上
下
水
道
施
設
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
資
産
は
、村
民
生
活
や
産
業
の
基
盤

で
あ
り
、安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
う
え
で

必
要
不
可
欠
な
施
設
で
す
。こ
れ
ま
で
多
く

の
施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、順
次
更
新
の
時
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
上
水
道
は
築
30
年
を
経
過
し
た
施
設

が
15
施
設
程
あ
り
、法
定
耐
用
年
数
の
40
年

を
踏
ま
え
る
と
お
よ
そ
10
年
後
か
ら
、下
水

道
管
は
耐
用
年
数
の
50
年
を
踏
ま
え
る
と
、

今
後
お
よ
そ
20
年
後
か
ら
更
新
時
期
を
迎
え

ま
す
。

課
題
①

人
口
減
少
～
需
要
の
変
化
へ
の
対
応
～

　

昭
和
55
年（
1
9
8
0
年
）に
5
2
4
5
人

だ
っ
た
人
口
が
、平
成
27
年（
2
0
1
5
年
）

に
は
4
3
4
3
人
と
約
17
％
減
少
し
て
い
ま

す
。老
年
人
口（
65
歳
以
上
）の
占
め
る
割
合

は
昭
和
55
年
に
17
・
4
％
だ
っ
た
の
に
対
し

総合体育館

橋梁

青
木
村
公
共
施
設
等

　
　
　 
総
合
管
理
計
画
を

　
　
　
　
　
　  

策
定
し
ま
し
た
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・
く
つ
ろ
ぎ
の
湯
は
、現
状
維
持
を
基
本
と

し
指
定
管
理
に
よ
る
運
営
の
継
続
を
基
本

と
す
る
。

④ 

産
業
系
施
設（
農
業
関
連
施
設
）

・
現
状
維
持
を
基
本
と
し
、利
用
者
を
増
や

し
有
効
活
用
を
図
る
施
策
を
検
討
。

⑤ 

学
校
教
育
系
施
設（
小
・
中
学
校
施
設
）

・
現
状
維
持
を
基
本
と
し
、今
後
の
児
童
生

徒
数
の
推
移
か
ら
有
効
利
活
用
を
検
討
。

⑥ 

子
育
て
支
援
施
設（
保
育
園
・
児
童
館
）

・
少
子
化
を
抑
制
す
る
施
策
と
し
て
子
育
て

支
援
施
設
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
現
状
維
持
。

　

計
画
書
本
編
に
つ
き
ま
し
て
は
、村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

更
新
等
に
か
か
る
費
用
の
合
計
は
建
築
系
公

共
施
設
約
1
9
0
億
円
、土
木
系
公
共
施
設

約
2
0
4
億
円
と
推
計
さ
れ
、年
平
均
で
は

そ
れ
ぞ
れ
約
5
億
円
と
な
り
ま
す
。

て
平
成
27
年
に
は
36
・
9
％
に
増
加
し
て
い

ま
す
。人
口
減
少
お
よ
び
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
よ
る
人
口
構
造
の
変
化
を
踏
ま
え
た
公

共
施
設
の
供
給
の
あ
り
方
や
、新
た
な
村
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
機
能
の
維
持
・
向
上
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

課
題
②

財
政
状
況
～
税
収
等
は
減
少
の
見
込
み
～

　

歳
入
の
う
ち
、地
方
税
に
つ
い
て
は
、年
間

4
億
円
程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、生
産

年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、税

収
は
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。一
方
、歳
出
で

は
義
務
的
経
費
の
う
ち
扶
助
費
が
増
加
し
て

お
り
、今
後
も
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
扶
助

費
の
更
な
る
増
加
が
予
想
さ
れ
、投
資
的
経

費
や
維
持
補
修
費
に
充
当
さ
れ
る
財
源
の
確

保
は
一
層
厳
し
く
な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

課
題
③

施
設
老
朽
化
の
対
応

～
更
新
に
は
多
額
の
費
用
～

　

建
築
物
は
一
般
的
に
、建
築
後
30
年
程
度

で
大
規
模
改
修
、60
年
程
度
で
更
新
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後
は
こ
れ
ら

の
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
を
行
い
、安
定

し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、施
設
の
安

全
確
保
と
効
率
的
な
維
持
管
理
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

計
画
期
間
の
40
年
間
に
、公
共
施
設
等
の

小学校

【 

施
設
類
型
ご
と
の
管
理
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針 

】

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、本
計

画
で
は
次
の
よ
う
な
基
本
方
針
を
立
て
て
い

ま
す
。

① 

村
民
文
化
系
施
設

　（
文
化
会
館
・
公
民
館
等
）

・
文
化
会
館
・
公
民
館
等
は
現
状
維
持
を
基

本
と
し
、利
用
状
況
や
維
持
管
理
の
状
況

を
踏
ま
え
施
設
の
整
備
方
針
を
検
討
。

② 

社
会
教
育
系
施
設（
図
書
館
、美
術
館 

等
）

・
現
状
維
持
を
基
本
と
す
る
。

③ 
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

    
（
総
合
体
育
館
、く
つ
ろ
ぎ
の
湯
等
）

・
総
合
体
育
館
は
、現
状
維
持
を
基
本
と
し

村
民
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
施
設
規
模
の
適

正
化
を
検
討
。

文化会館
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信州青木村 Vol.27地域おこし隊通信

夏が来る♪ きっと夏は来る今月の
おこしごと

●新しい田植え法

●ふるさと CM 大賞に向けて

夏至が過ぎ、だんだん日が短くなっていきます。暑い夏がやってきます。

　耕作放棄地の利活用と持続可能な農業推進活動の一環として始めた、農薬・化成肥料・除草剤を使わない米作り。
周囲の田んぼより少し遅くなりましたが田植えが終わりました。田植え機を使わず手での田植えは腰を曲げたままの
姿勢が続き、昔の人のように鍛えられていないのですぐに腰痛になってしまいます。特にぎっくり腰を患ってからは、
腰を使う作業に人一倍、気を遣います。
　昨年思い付いた、腰が痛くならないスクワット田植え
法。腰を曲げず膝を曲げて腰を落とし「フォッ！」と息
を吐きながら植えていきます。凄い方法を思いついたと
妻に話したら「テレビで似たような事やってたよ」と言
われ…同じような方法を思いつく人はいるようです。こ
の方法、腰にあまり負担がかからないのは良いのですが、
一株植えるごとに上下動するので時間がかかります。そ
して太ももはかなりの筋肉痛。鍛えられて、橋本聖子や
小平奈緒のようになれそう。これはもう新しいスポーツ
の予感!?

　昨年、審査委員賞を受賞して年間30回放送される事に
なった「ふるさとＣＭ大賞ＮＡＧＡＮＯ」。今年も受賞を
目標に応募する予定です。今までは出演のみでしたが、今
回は企画段階から加わらせていただいています。ＣＭ制作・
応募を通して青木村の魅力を再発見しようと言うもので、

「住みたい田舎　青木村」をテーマに取材・撮影を開始し
ました。
　第2・4水曜日に文化会館でＣＭ制作活動をしているので、
ご興味のある方はぜひご一緒に！

【問合せ】スタジオＵ-143　山浦さん
　　　　 ☎ 090-1618-0423

平成 29年 7月号6



く
だ
さ
い
。

　
検
診
で
は
肺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

写
真
を
一
枚
撮
影
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
「
痰た
ん
」
の
検
査

も
で
き
ま
す
（
痰
の
提
出
は
後

日
に
な
り
ま
す
。）

検
診
日
　
七
月
二
十
四
日
㈪

　
　
　
　
七
月
二
十
五
日
㈫

　
　
　
　
七
月
二
十
六
日
㈬

　
＊
二
十
六
日
は
午
前
の
み

　
詳
し
く
は
住
民
福
祉
課
保
健

師
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
概
ね
六
十
歳
～
七
十
九
歳
の

方
を
対
象
に
「
認
知
症
予
防
」

「
転
倒
予
防
」
を
目
的
と
し
た

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
第
五
回

日
時
　
八
月
一
日
㈫

　
　
　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

場
所
　
文
化
会
館
　
講
堂

持
ち
物
　
水
分
補
給
の
飲
み
物

　
参
加
、
送
迎
を
希
望
さ
れ
る

方
は
前
日
ま
で
に
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
０
歳
～
未
就
園
の
お
子
さ
ん
の

身
長・体
重
測
定
や
保
健
師
に
よ

る
育
児
相
談
を
実
施
し
ま
す
。あ

わ
せ
て
、栄
養
士
に
よ
る
離
乳
食

（
幼
児
食
）の
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　
七
月
四
日
㈫

　
　
　
　
八
月
二
日
㈬

時　
間
　
午
前
九
時
～
十
二
時

（
離
乳
食
相
談
は
九
時
半
～

十
一
時
半
ま
で
）

場　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
手
帳

　
お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
福
祉

課
保
健
師
ま
で
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
未
就
園
の
お
子
さ
ん
と
お
母

さ
ん
を
対
象
と
し
た
「
わ
く
わ

く
広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
月
は
七
夕
づ
く
り
を
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

日　
時
　
七
月
十
四
日
㈮

　
　
　
午
前
十
時
～
十
一
時
半

♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

民
福
祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　

概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、三
才
山
病
院
よ
り
講
師

を
お
迎
え
し
、筋
力
ア
ッ
プ
の
た

め
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
第
四
回
　
七
月
十
九
日
㈬

●
第
五
回
　
八
月
　
九
日
㈬

時
間
　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

場
所
　
文
化
会
館
　
講
堂

持
ち
物
　
水
分
補
給
の
飲
み
物

　
参
加
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
が
、
送
迎
を
希
望
さ

れ
る
方
は
前
日
ま
で
に
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
七
月
に
肺
が
ん
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
申
し
込

み
を
さ
れ
た
方
は
個
人
通
知
の

内
容
を
確
認
の
上
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
肺
が
ん
検
診
票
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
検
診
料

金
五
〇
〇
円
を
当
日
持
参
し
て

み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
七
月
十
一
日
㈫
午
後
一
時
～

三
時
ま
で
、
高
齢
者
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
「
介
護
者
の
つ
ど

い
」
を
行
い
ま
す
。
今
月
は
、

ラ
ポ
ー
ト
あ
お
き
奈
良
本
施
設

長
と
の
懇
談
会
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ご
家
族
を
介
護
さ
れ
て

い
る
方
で
参
加
、
送
迎
を
希
望

さ
れ
る
方
は
前
日
ま
で
に
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
心
の
悩
み
に
保
健
師
・
精
神

保
健
福
祉
士
が
応
じ
る
「
心
の

健
康
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

相
談
日

　
　
　
七
月
　
十
一
日
㈫

　
　
　
七
月
二
十
八
日
㈮

時
間
　
午
後
一
時
半
～
四
時
半

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
予
約
制（
各
回
一
人
～
二
人
）

で
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
、
住

　
当
日
は
九
時
四
十
五
分
ま
で

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

場　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
は
さ
み
・
の
り
・
お

子
さ
ん
用
の
飲
み
物（
麦
茶
等
）

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
七
月

七
日
㈮
ま
で
に
、住
民
福
祉
課
保

健
師
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
「
男
性
の
料
理
教
室
」の
第
四

回
目
を
開
催
し
ま
す
。家
で
も

作
れ
る
内
容
で
、料
理
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
が
広
が
り
ま
す
。男
性
の

方
で
料
理
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ふ
る
って
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
第
四
回

日
時
　
七
月
二
十
日
㈭
※

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
一
時

※
当
初
の
予
定
か
ら
日
程
が
変

更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
栄
養
指
導
実
習
室

参
加
費
　
五
百
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾・

　
　
　
　
タ
オ
ル

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

七
月
十
八
日
㈫
ま
で
に
、
住
民

福
祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し
込

住
民
福
祉
課

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

介
護
者
の
つ
ど
い
の
お
知
ら
せ

肺
が
ん
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
お
知
ら
せ

男
性
の
料
理
教
室
の
お
知
ら
せ

わ
く
わ
く
広
場
の
お
知
ら
せ

母
子
相
談・離
乳
食
相
談
の

お
知
ら
せ

筋
力
ア
ッ
プ
ほ
き
ぼ
き

教
室
の
お
知
ら
せ

脳
と
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ

教
室
の
お
知
ら
せ
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村
で
は
、「
特
定
外
来
生
物
」

に
指
定
さ
れ
、
生
態
系
や
私
た

ち
の
生
活
へ
の
影
響
が
特
に
大

き
い
と
さ
れ
る
、
侵
略
的
外
来

種
の
「
ア
レ
チ
ウ
リ
」
の
駆
除

活
動
を
、
今
年
も
実
施
し
ま
す
。

　
駆
除
は
七
月
三
十
日
㈰
午
前

八
時
か
ら
一
時
間
程
度
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

午
前
八
時
に
運
動
公
園
南
側
駐

車
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
浦
野
川
河
川
敷
を
中

心
に
抜
き
取
り
駆
除
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
住
民
福
祉
課

情
　
五
〇
―
五
〇
〇
五

♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

特
定
外
来
生
物「
ア
レ
チ
ウ
リ
」

駆
除
活
動
の
実
施
に
つ
い
て

青木村 燃やせるごみ排出量
平成29年

5月分
平成28年

5月分 前年対比

45,350Kg 45,530Kg 99.60%
５月分の燃やせるごみ排出量です。
昨年の排出量を下回ることができまし
た！生ごみは水分をよく切り、乾燥させ
て堆肥化するなど、極力可燃ごみとして
出さない工夫をしましょう。引き続き、ご
みの減量にご協力をお願いします。

福祉医療受給者証更新手続きと
児童扶養手当現況届の提出を

お忘れなく

　県では、生活や就労など様々な問題を抱えてお困りの方を
広く受け止め、関係機関と連携しながら相談支援を行う「長
野県生活就労支援センタ－“まいさぽ”」  を県下各地に開設
しています。村では、社会福祉協議会に「“まいさぽ出張相
談所”」を開設しました。
　どうぞお気軽にご相談ください。秘密は、固く厳守されます。

【長野県生活就労支援センタ－ “まいさぽ佐久”】
場　　所　佐久市取手町183番地　野沢会館2階
電話番号　0267-78-5255
相談受付　月～金（休日除く）   8時30分〜 17時15分

【“まいさぽ相談出張所”】
場　　所　青木村社会福祉協議会内
電話番号　0268-49-2129
相談受付　火～金（休日除く）   8時30分〜 17時

長野県生活就労支援センタ－
“まいさぽ”をご利用ください 

　老齢年金を受け取るのに必要な期間（受給資格期間）が、
「25年」から「10年」に短縮されることになりました。
　日本年金機構では、これまでに対象となる方に黄色の封筒
（A4サイズ）をお届けしています。
　制度の開始は、平成29年８月１日（最も早い年金のお支払い
は平成29年10月）です。
　まだ、請求手続きをされていない方は、ご予約の上、年金事務
所にて手続きを行ってください。

予約の申し込みは「ねんきんダイヤル」へ!
☎ 0570-05-1165

◆福祉医療費受給者証について、受給者証が毎年更新と
なっている方は、７月下旬にお送りする申請書類を８月
31日(期限厳守)までに提出してください。

◆児童扶養手当の現況届も該当の方は提出期限厳守で提出
くださいますようお願い致します。

年金請求書の手続き漏れがありませんか？

　ご家族だけで悩んでいませんか？同じ悩みを抱
いているご家族同士で語り合ったり、ひきこもり
に関する正しい知識や家族の対応の仕方について
学んだりしてみませんか。

【日　程】　第1回：平成29年8月2日㈬
　　　　　第2回：平成29年9月6日㈬

【時　間】　午後1時～ 3時30分
【会　場】　上田保健福祉事務所
　　　　　（長野県上田合同庁舎）
　　　　　202・203号会議室（2階）　　　

【対象者】　「社会的ひきこもり」とされる状態に
　　　　　ある方のご家族。

◆「社会的ひきこもり」とされる状態とは
・義務教育修了以上の年齢で、長期（6 ヵ月以上）

にわたって、自宅以外での社会的参加（就学や就
労等）がみられない。

・明確な疾患や障がい（例えば統合失調症、躁うつ
病）等の存在が考えられない。

【申込期限】7月21日㈮
　お電話で状況をお聞きし、受講決定については

後日ご連絡させていただきます。
【お問い合わせ先】
　長野県精神保健福祉センター
　　（ひきこもり支援センター）
                      ☎ 026-227-1810

ひきこもり家族教室の
開催について

7月13日㈭7月16日㈰
身障相談結婚相談

午後1時〜3時
場所 : 老人福祉センター

午後1時〜4時
場所 : 老人福祉センター

午後1時〜3時
先着４名・要予約

場所 : 老人福祉センター

7月13日㈭

弁護士
法律相談

平成 29年 7月号8



♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜
　

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た

「
り
ん
ご
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
制

度
」
を
今
年
も
実
施
中
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
青
木
村
り
ん

ご
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て

い
た
だ
い
た
方
に
、
収
穫
の
喜

び
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
村
内
の
方
・
都
会
に
お

住
ま
い
の
方
と
の
交
流
の
場
と

し
て
も
ご
利
用
い
た
だ
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

★
オ
ー
ナ
ー
木

　
オ
ー
ナ
ー
組
合
の
農
園
が
育

て
て
い
る
り
ん
ご
の
木
、
約

二
百
本
を
予
定
し
ま
す
。

★
契
約
方
法
・
金
額

　
役
場
・
郵
便
局
に
あ
る
専
用

申
込
書
で
、
郵
便
局
に
て
お
振

り
込
み
く
だ
さ
い
。

Ａ
コ
ー
ス
　
二
万
三
千
円

　
蜜
が
入
り
や
す
く
芳
醇

　
　「
サ
ン
ふ
じ
」

（
四
十
五
キ
ロ
保
証
）

Ｂ
コ
ー
ス
　
二
万
三
千
円

　
や
わ
ら
か
な
甘
み
と
香
り

　
　「
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
」

　
上
小
地
域
四
市
町
村
で
年
間

を
通
じ
て
開
催
さ
れ
て
い
る

「
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
」
の
夏
の
部
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　
時
　
七
月
十
五
日
㈯

　
　
　
　
九
時
～
十
二
時

会　
場
　
依
田
窪
プ
ー
ル

参
加
費
　
無
料

内　
容
　
依
田
窪
プ
ー
ル
に
て
、

ゴ
ム
ボ
ー
ト
競
走
や
パ
ン
食
い

競
走
、
カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

問
　
長
和
町
教
育
委
員
会

☎
　
六
八
―
二
一
二
七

日　
付
　
八
月
三
日
㈭

時　
間
　
午
前
九
時
四
十
五
分

～
十
時
四
十
五
分
頃

※
自
由
見
学
、
自
由
解
散
と
な

り
ま
す
の
で
受
付
（
保
育
園

園
庭
側
リ
ズ
ム
室
前
）
を
忘

れ
ず
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

場　
所
　
保
育
園
園
庭

（
雨
天
…
保
育
園
室
内
あ
そ
び
）

服　
装
　
泥
ん
こ
や
水
に
濡
れ

て
も
よ
い
服
装
（
親

子
）・
帽
子

持
ち
物
　
着
替
え
一
式・水
筒・

体
拭
き
タ
オ
ル

（
雨
天
…
親
子
共
に
上
履
き
）

内　
容

　
　「
夏
の
あ
そ
び
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

　
対
象
者
は
、
在
園
児
の
保
護

者
及
び
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者
で
す
。
皆
様
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。
尚
、
学
校
は
夏
休
み
中

に
な
り
ま
す
が
、
小
学
生
を
連

れ
て
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

問
　
保
育
園

情
・
☎
　
四
九
―
二
〇
六
三

Ｃ
コ
ー
ス

　
十
月
二
十
八
日
㈯
・
二
十
九

日
㈰
・
の
二
日
間
に
ご
来
園
く

だ
さ
い
。

　
指
定
の
収
穫
日
に
来
園
で
き

な
い
場
合
は
、
園
主
と
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

★
申
込
期
間

　
専
用
申
込
用
紙
に
て
、
七
月

末
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

★
り
ん
ご
の
木
オ
ー
ナ
ー
制
度

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
農
家
さ

ん
を
を
募
集
し
ま
す
！

　
村
内
の
り
ん
ご
農
家
で
ご
興

味
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
　
建
設
農
林
課

　
り
ん
ご
の
木
オ
ー
ナ
ー
組
合

事
務
局

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

情
　
四
九
―
三
一
三
一

（
四
十
五
キ
ロ
保
証
）

Ｃ
コ
ー
ス
　
一
万
八
千
円

　
爽
や
か
な
黄
色
の
り
ん
ご

　
　「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
」

 （
三
十
五
キ
ロ
保
障
）

★
契
約
期
間

　
お
申
し
込
み
の
引
き
受
け
日

か
ら
収
穫
期
間
ま
で
。

★
管
理

　
り
ん
ご
の
木
の
管
理
は
農
園

で
行
い
ま
す
。
り
ん
ご
の
収
穫

は
、
収
穫
日
に
オ
ー
ナ
ー
が
自

ら
来
園
し
て
行
い
ま
す
。
秋
空

の
下
、
り
ん
ご
狩
り
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

★
収
穫
物

　
契
約
木
に
実
っ
た
り
ん
ご
は

全
て
お
渡
し
し
ま
す
。
日
陰
部

や
下
部
に
実
っ
た
り
ん
ご
の
中

に
は
多
少
味
や
色
が
劣
る
も
の

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

★
収
穫
日

Ａ
コ
ー
ス

　
十
一
月
十
一
日
㈯
・
十
二
日

㈰
・
十
八
日
㈯
・
十
九
日
㈰
の

四
日
間
に
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

Ｂ
コ
ー
ス

　
十
月
二
十
一
日
㈯
・
二
十
二

日
㈰
の
二
日
間
に
ご
来
園
く
だ

さ
い
。

建
設
農
林
課

り
ん
ご
の
木
オ
ー
ナ
ー
募
集
！

収
穫
の
喜
び
を
自
分
の
手
で

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

2
0
1
7
夏
の
部「
依
田
窪

プ
ー
ル
ま
つ
り
」の
お
知
ら
せ

信州うえだ農協・郵便局

7月25日㈫
その他の金融機関

7月31日㈪

今月の納税口座振替日

残高の確認を、お願いします。

教
育
委
員
会

第
二
回
園
開
放
の
お
知
ら
せ

期　日　８月５日㈯
メイン会場   役場特設会場
内　容   子供・大人神輿・
　　　　アトラクション・
　　　　花火大会など

夏祭りのお知らせ
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会　
　
場　

　
　
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

開
催
期
間

六
月
十
九
日
㈪
～
七
月
五
日
㈬

＊
七
月
四
日
㈫
は
休
館
日
で
す
。

　
０
歳
か
ら
三
歳
く
ら
い
の
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
で
お
も

ち
ゃ
と
絵
本
で
楽
し
く
遊
び
ま

し
ょ
う
。

　

お
話
し
て
く
だ
さ
る
の
は
、

「
お
は
な
し
た
ま
ご
の
会
」
の

み
な
さ
ん
で
す
。
お
も
ち
ゃ
図

書
館
は
、
上
田
明
照
会
蓮
の
音

子
ど
も
園
か
ら
「
メ
リ
ー
ゴ
ー

ラ
ン
ド
号
」
が
や
っ
て
き
ま
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
出
か
け
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　
付
　
七
月
二
十
日
㈭

●
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
お
話
会

　
　
午
前
十
時
か
ら

●
お
も
ち
ゃ
図
書
館
来
館

　
　
午
前
十
時
三
十
分
か
ら

場　
所
　
図
書
館
お
は
な
し
室

　
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
が
あ
り
ま

し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

修
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問  

図
書
館

情
・
☎
　
四
九
―
〇
〇
七
一

「
青
木
村
プ
ー
ル
ま
つ
り
」を
開

催
し
ま
す
の
で
、大
勢
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

問  

教
育
委
員
会

情
・
☎
　
四
九
―
二
二
二
四

　
毎
年
恒
例
の
盆
踊
り
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
今
年
度
も
夏

祭
り
実
行
委
員
会
と
共
催
と
い

た
し
ま
す
。
村
の
夏
祭
り
に
踊

り
連
と
し
て
参
加
さ
れ
る
予
定

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
大
勢
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
時
　
七
月
三
十
日
㈰
※

　
　
　
　
十
時
～
十
一
時
半

※
当
初
の
予
定
か
ら
日
程
が
変

更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

場　
所
　
文
化
会
館
二
階
講
堂

講　
師
　
沓
掛
早
苗
　
先
生

内　
容
　
ヤ
ン
レ
ヤ
ン
レ
あ
お

き
、
あ
お
き
音
頭
な
ど

参
加
費
　
無
料

問  

公
民
館
・
教
育
委
員
会

情
・
☎
　
四
九
―
二
二
二
四

　
平
成
二
十
九
年
度
教
科
書
展

示
会
を
行
い
ま
す
。

　

村
営
プ
ー
ル
を
一
般
開
放
い

た
し
ま
す
。大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
放
期
間

　
七
月
十
六
日
㈰
～

　
八
月
二
十
七
日
㈰
（
予
定
）

※
保
育
園・
中
学
校
の
授
業
の

時
間
は
一
部
使
用
を
制
限
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

利
用
時
間

　
午
前
の
部
…

　
　
九
時
～
十
一
時
四
十
五
分

　
午
後
の
部
…

　
　
一
時
～
四
時
三
十
分

入
場
料

　
大
人
（
高
校
生
以
上
）

一
回
…
二
百
円

　
子
供
（
中
学
生
以
下
）

一
回
…
百
円
　

※
村
内
の
中
学
生
は
生
徒
手
帳

を
、
三
歳
～
十
二
歳
の
子
供
は

教
育
委
員
会
発
行
の
証
明
書
を

プ
ー
ル
受
付
に
提
示
し
た
場
合

無
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
オ
ー

プ
ン
初
日
（
七
月
十
六
日
）
と

最
終
日
（
八
月
二
十
七
日
）
は

無
料
開
放
と
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、オ
ー
プ
ン
初
日
十
六

日
㈰
の
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

盆
踊
り
講
習
会
の
お
知
ら
せ

村
営
プ
ー
ル
一
般
開
放
に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
度
教
科
書

展
示
会
の
開
催
に
つ
い
て

図
書
館
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め

の
お
は
な
し
会
、お
も
ち
ゃ

図
書
館
来
館
の
お
知
ら
せ

7月23日㈰・7月25日㈫の両日
◎内　容
①23日㈰  午後4時から
　《夕涼みのひと時をハーモニカの音色で！》
　池田圭一先生と、あおきハーモニカ愛好会のみなさん
による、こころ和む演奏を大人も子供もくつろぎながら
楽しみましょう。
　演奏「ドレミの歌」、「ドラえもんの歌」、「さくら貝の
歌」など（どなたでもご参加ください）※かき氷・麦茶付
　場　所：歴史文化資料館ホール
②25日㈫  午後4時30分から
　《けん玉教室》

【お問い合わせ先】　図書館　情  ・ ☎ 49-0071

図書館から 夕涼会のお知らせ
夕　　涼　　会

　けん玉道四段の清水悟さん（日本けん玉協会公認指導
員）によるけん玉の指導・実演をみんなで楽しもう！

（どなたでもご参加ください）※ かき氷・麦茶付
　場　所：図書館おはなし室
③古本交換会
　古本交換会を、図書館カウンター前で開催します。家
にある、きれいな状態の本をお持ちください。交換し、ひ
とり５冊までお持ち帰りいただけます。（百科事典、雑誌、
汚損本は除きます。）
　古本は、7月19日㈬より回収いたします。
　詳細につきましては、チラシをご覧ください。
　大勢の皆さんのお越しをお待ちしております。

平成 29年 7月号10



♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
　
牧
田
　
裕
史

ピ
ア
ノ
　
　
　
　
小
形
　
桃
子

協
賛
出
演

ク
ラ
ヴ
ィ
ス
・
マ
ン
ド
リ
ー
ノ

※
コ
ン
サ
ー
ト
は
無
料
で
す
が
、

　
入
館
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
一
　
般
…
　
二
百
円

　
学
　
生
…
百
五
十
円

　（
青
木
村
の
保
・
小
・
中
学

　
生
は
無
料
）

問  

郷
土
美
術
館

情
・
☎
　
四
九
―
三
八
三
八

●
大
人
の
た
め
の
ワ
ン
コ
イ

ン
講
座「
ビ
ー
ズ　
ア
ク
セ
サ

リ
ー
講
座
」の
募
集

　
コ
ッ
ト
ン
パ
ー
ル
で
ロ
ン
グ

ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作
り
ま
す

日　
付　
七
月
十
三
日
㈭

時　
間　
午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場　
所　

　
　
　
郷
土
美
術
館
　
喫
茶
室

講　
師

　
　
　
小
宮
山
克
子
さ
ん

材
料
費
　
千
二
百
円
　

会　
費　
五
百
円

（
入
館
料
・
喫
茶
・
菓
子
代
含
）

定　
員
　
十
名

申
込
締
切　
七
月
九
日
㈰

●「
夏
の
コ
ン
サ
ー
ト
」開
催

　
恒
例
と
な
り
ま
し
た
美
術
館

コ
ン
サ
ー
ト
。
ご
家
族
皆
さ
ん

で
夏
の
ひ
と
時
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日　
付
　
七
月
三
十
日
㈰

開　
演
　
午
後
一
時
三
十
分

場　
所
　
郷
土
美
術
館

演　
奏

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
ヒ
ュ
ー
ゲ
ー
ル

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
　
小
山
絵
梨
乃

郷
土
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

総
務
企
画
課

　
安
倍
内
閣　
内
閣
官
房
参
与

の
浜
田
宏
一
先
生
を
青
木
村
に

お
迎
え
し
て
、
地
方
創
生
講
演

が
行
わ
れ
ま
す
。

日　
時
　
七
月
十
四
日
㈮

　
　
　
　
午
後
二
時
～

場　
所
　
文
化
会
館
講
堂

演　
目

「（
仮
）地
方
創
生
と
地
方
経
済
」

浜
田
宏
一
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

一
九
三
六
年
東
京
生
ま
れ
。

東
京
大
学
名
誉
教
授
、
イ
ェ
ー

ル
大
学
名
誉
教
授
。
内
閣
官
房

参
与
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
で

は
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
平
成

三
十
四
年
度
ま
で
の
広
域
計
画

素
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。

募
集
期
日

　
七
月
十
日
㈪
～
八
月
九
日
㈬

公
表
場
所

　
青
木
村
役
場

公
表
内
容

　
第
５
次
上
田
地
域
広
域
連
合

広
域
計
画
素
案
の
閲
覧

　
提
出
方
法
な
ど
詳
し
い
情
報

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

総
務
企
画
課

情
・
☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

上
田
地
域
広
域
連
合
事
務
局

☎　
四
三
―
八
八
一
八

地
方
創
生
講
演
会
開
催
の

お
知
ら
せ

第
５
次
広
域
計
画
素
案
の

御
意
見
募
集

■職種及び採用予定人数
　①一般事務職員（若干名）　②保健師（若干名）
■採用予定年月日／平成30年4月1日
■試験の日時、場所及び内容
　①の方
　【1次試験】　期　日：平成29年9月17日㈰　場　所：青木村役場
　　　　　　 内　容：教養試験・適性試験 他
　※1次試験に合格した方について、後日2次試験を行います。
　②の方
　【選　  考】　期　日：平成29年8月8日㈫　  場　所：青木村役場
　　　　　　 内　容：作文、面接
■年齢要件
　①の方　昭和57年4月2日から平成12年4月1日までに出生した方
　②の方　昭和42年4月2日以降に出生した方
■資格要件など
　①の方　高校卒業程度（来春高校卒業予定を含みます。）
　②の方　保健師免許を有する方、または平成30年3月31日までに保
　　　　　健師免許を取得見込みの方
　①、②共通
　　　　　平成30年4月1日時点で青木村に居住している方、若しくは
　　　　　青木村へ通勤可能な場所に居住している方

役場職員を募集します 【平成30年4月採用予定】
※身体障害者手帳の交付を受けている方も、自力で通勤でき、介助者なし

に週38時間45分の職務遂行が可能で、活字印刷による試験問題に対
応できる方は、受験ができます。

■受験手続
　受験希望者は次の書類を役場総務企画課へ提出してください。
①、②共通
・受験申込書（用紙は役場で交付・村ホームページからもダウンロード

できます）
・履歴書（市販の用紙により顔写真添付）
・最終学歴の卒業証明書又は卒業見込証明書
・最終学歴の成績証明書
・健康診断書（通常の職務遂行に必要な健康度について、医療機関にお

いて本申込みの三か月以内に作成されたもの）
②の方のみ
・保健師資格免許証の写し（有資格者のみ）
■受付期間及び申し込み方法
　平成29年7月1日㈯～平成29年7月25日㈫（必着）
　総務企画課へ持参または郵送により提出してください。郵送の場合
は、簡易書留などの確実な方法により郵送してください。

【お問い合わせ先】　総務企画課　総務係　☎49-0111

※
内
閣
官
房
参
与
は
、
内
閣
官

房
の
役
職
の
一
つ
。
内
閣
総
理

大
臣
の
相
談
役
的
な
立
場
の
非

常
勤
の
国
家
公
務
員
。

問
　
総
務
企
画
課
事
業
推
進
室

情
・
☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

11広報あおき　460号



♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

１、 一般曹候補生（部隊の中核隊員として、定年まで勤務したい方に！）
　・ 資　　格　１８歳以上２７歳未満の男女
　・ 受付期間　平成２９年７月１日㈯～９月８日㈮
　・ １次試験　平成２９年９月１６日㈯、１７日㈰の内１日（学科）
２、 自衛官候補生（任期制自衛官として任期満了時に、継続か
　　　　　　　　退職か自己を見つめ直すチャンスのある制度！）
　・ 資　　格　１８歳以上２７歳未満の男女
　・ 受付期間　年間を通じて行っております
　・ 試験期日　受付時にお知らせします。
３、 航空学生（高校卒業後、最短でパイロットを目指す方に！）
　・ 資　　格　海 ： 高卒（見込含）２３歳未満の男女
　　　  　 　　空 ： 高卒（見込含）２１歳未満の男女
　・ 受付期間　平成２９年７月１日㈯～９月８日㈮
　・ １次試験　平成２９年９月１８日㈪（学科）
４、 防衛大学校学生（幹部自衛官としてキャリアアップを目指す方に！）
　・ 資　　格　高卒（見込含）２１歳未満の男女
　【推薦試験】 ・受付期間　平成２９年９月５日㈫～７日㈭
　                ・試験期日　平成２９年９月２３日㈯、２４日㈰
　【総合選抜】 ・受付期間　平成２９年９月５日㈫～７日㈭
　                ・１次試験　平成２９年９月２３日㈯
　【一般（前期）】・受付期間　平成２９年９月５日㈫～９月２９日㈮
　                  ・１次試験　平成２９年１１月４日㈯、５日㈰（学科）
５、 防衛医科大学校　医学科学生（医師たる幹部自衛官を目指したい方に！）
　・資　　格　高卒（見込含）２１歳未満の男女

■採用予定日　平成３０年４月１日
■試験区分・種類・受験資格等

※ただし、次のいずれかに該当する人は受験できません。　
  (1) 日本国籍を有しない人
  (2) 地方公務員法第１６条各号（欠格条項）のいずれかに該当する人
■受験手続
  （１) 受験申込先　上田地域広域連合 消防本部 総務課
　　 （上田市大手二丁目７番１６号　消防本部庁舎２階）
  （２) 受付期間　平成２９年７月３０日㈰から８月４日㈮まで
　　　　　　　 （日曜日も受け付けます。）
  （３) 受付時間　午前９時から午後５時まで
　　　　　　　 （ただし、正午から午後１時までは除きます。）
  （４) 受験申込　受付時に第１次面接（履歴書記載事項や志望理由など

の確認）を行いますので、必ず受験者本人が必要書類
を持参してください。郵送は受け付けません。

■必要書類　
  （１) 受験申込書

平成29年度  夏季自衛官等募集案内

上田地域広域連合消防職員募集のお知らせ

　6月2日㈮に上田交通安全協会青木部会の総会が開催
され、役員の改選が行われました。
　平成29年度の役員は下記のとおりです。
会　　長　松田　正人　　女性部長　本田　敬子
副 会 長　堀内　　清　　副 部 長　小林　北コ
　 〃　　 深澤　正大　　顧　　問　上原　英雄
　 〃　　 山本　一雄

期　　間　８月23日㈬～ 11月22日㈬（土日祝日除く）
場　　所　マスターカレッジ住吉校（上田市住吉1-7）
定　　員　求職者20名
申し込み　７月27日㈭までに、上田ハローワーク訓練窓口へ
　　　　　お申し込みください。
選 考 会　８月８日㈫  午後１時30分～
そ の 他　講料無料。ただし教科書代等は自己負担。

【お問い合わせ先】  長野県工科短期大学校　☎39-1111

交通安全協会青木部会の
役員改選について

公共職業訓練
『介護職員養成科』受講生募集

　・受付期間　平成２９年９月５日㈫～９月２９日㈮
　・１次試験　平成２９年１０月２８日㈯、２９日㈰（学科）
６、 防衛医科大学校　看護学科学生（保健師、看護師を目指したい方に！）
　・ 資　　格　高卒（見込み含む）２１歳未満の男女
　・ 受付期間　平成２９年９月５日㈫～９月２９日㈮
　・ １次試験　平成２９年１０月１４日㈯

　資格等については、条件により異なります。詳しくは自衛隊長野
地方協力本部上田地域事務所までお問い合わせいただくか、下
記説明会にお越しください。

～東信地区自衛官等採用制度説明会～
１、 日時及び場所
 （１）上田地区会場
      ア ： ７月９日㈰ ９：００～１１：３０　イ ： ７月１５日㈯ １３：００～１５：３０

（自衛隊上田地域事務所：上田市天神4-17-3 ☎ 0268-22-5267）
 （２）佐久地区会場
　   ア ： 佐久平交流センター　　７月９日㈰    １３：００～１５：３０
           （佐久市佐久平駅南4-1　☎ 0267-67-7451）
      イ ： 小諸市民交流センター　７月１５日㈯   ９：００～１１：３０
           （小諸市相生町3-3-3　☎ 0267-25-1890）
２、 その他   参加費及び、事前申し込み不要
３、 お問い合わせ先
　  自衛隊上田地域事務所 （担当：前沢） ☎０２６８-２２-５２６７

  （２) 履歴書　高等学校在学中の方は、全国高等学校統一用紙を使用
                   してください。その他の方は、上田地域広域連合指定の
                   履歴書を使用してください。
  （３) 履歴書別紙
       ※上田地域広域連合のホームページからダウンロードできます。
  （４) 392円分（簡易書留代金を含む）の切手を貼付した定形封筒
       （長形3号120㎜×235㎜）
※試験結果の通知に使用します。必ず指定された規格の封筒を使用し、

表面に受験申込者の郵便番号・住所・氏名を記入してください。
※受験申込書・履歴書（全国高等学校統一用紙を除く）・履歴書別紙は、

上田地域広域連合のホームページからダウンロードできます。また、
上田地域広域連合消防本部総務課、管内各消防署、上田地域広域連
合事務局総務課（丸子地域自治センター４階）でも交付しています。

■第１次試験
  （１) 日時　平成２９年９月１７日㈰
                 午前８時受付開始、午前８時３０分試験開始　
  （２) 場所　上田地域広域連合消防本部大会議室
　　　　　 （上田市大手二丁目７番１６号 消防本部庁舎３階）
■詳細は、上田地域広域連合ホームページに掲載している募集要項を
　御覧ください。
　【お問い合わせ先】
　　上田地域広域連合消防本部 総務課　☎ ０２６８-２６-０１１９

試験区分 試験の種類 受験資格 採用予定人員

消防職 高等学校
卒業程度

平成４年４月２日以降に生まれ
た者で、広域連合就職後は広
域連合管内（坂城町を除く）に
居住が可能な者

５名程度

平成 29年 7月号12



♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

今年のサマージャンボ宝くじは、
1等・前後賞合わせて7億円

１等　５億円×20本
前後賞各　１億円×40本
２等　1,000万円×60本

（発売総額600億円・20ユニットの場合）
『サマージャンボミニ』
１等　１億円×45本
２等　1,000万円×270本

（発売総額270億円・９ユニットの場合）
『サマージャンボプチ』
１等　100万円×5000本
２等　1万円×50,000本

（発売総額150億円・５ユニットの場合）

『長野県内の宝くじ売り場で
お買い求めください。』

※道の駅あおき、青木郵便局で販売しています。
抽せん日は平成29年８月20日㈰

この宝くじの収益金は市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われます。

サマージャンボ宝くじ」と
「サマージャンボミニ」と
「サマージャンボプチ」が、

7月18日㈫から
３種類同時発売されます。

〈七月〉 青木の空模様 「巷に雨が降る時…集中豪雨のタイプ」文責：岩渕 登喜夫

　集中豪雨と言う言葉はマスコミの造語で昭和30年代に入っ
てから用いられ、長崎県諫早（いさはや）豪雨からと言われて
いる。
　長野県の災害は大雨や強雨が原因となって起こる「雨害」が
最も多く、短時間で集中的な強雨で雷雨によるよって起こる災
害が目立っている。
　集中豪雨のタイプには２つある。その１つは台風で前線（梅
雨・秋雨）が原因となり、広範囲にわたりかなり長時間降るもの
がある。つまり、集中豪雨周辺にも広い雨域が広がっているタ
イプで「大雨地域内集中豪雨」とでも言うべきものである。　
　台風に伴う大雨は日雨量が大きく特定地域に起こりやすい
と考えられる。昭和34年８月 台風７号は長野県全域が被害と
なり、青木村でも村史はじまって以来の被害となった。この時
は南東方向に開けている弘法地域には雨雲が停滞して雨量が
多くなり、田沢川の増水により住宅全壊が13戸で犠牲者がで
る大災害の記録が残っている。
　大雨域内集中豪雨で梅雨前線によるものは、短時間に集中し
て降る特性をもち、どこでも発生しやすいのである。

　もう１つ、長野県に発生ひん度の高いタイプは雷雨（熱雷；強
い日射のため上昇流を起こし、雷雲が発生して雷雨となる）に
よるもので、降雨強度は大きくても狭い地帯で大雨が降り、周
辺はほとんど降らないタイプのものがある。これは「孤立した、
あるいは雷雨型集中豪雨」と言うべきものである。
　雷雨型災害は昭和44年７月「坂北村集中豪雨」で１村単位
の狭い範囲で発生している。被害規模も、大雨域内集中豪雨に
比較すると、比べものにならないほど小さく範囲も狭い（この
時の１時間雨量は85ミリ、長野は24ミリ）。だが、災害発生ひん
度はおそらく大雨域内集中豪雨に比べ倍以上である。　　
　青木村の場合は山間部で比較的急傾斜の場所が多いので、日
雨量が100ミリを超えると土砂崩れなどの災害が起きやすい
地形状況であり大きな災害に結びつく。　
　気象庁は近年の災害や気象・通信技術の進展等踏まえて「防
災情報」の改善を行い、災害の可能性が高くなる危険度や切迫
度を分かりやすい情報として提供しており、これらも活用し
て、災害を自らの手で防ぐ心構えが必要である。

※おもな行事のみ掲載をしておりますので、詳しい内容・掲載されていない行事につ
いては、生涯学習カレンダーをご覧いただくかもしくは、各担当へご連絡ください。

今月のおもな行事予定
1 土 希望保育

4 火 脳と体のストレッチ教室④
母子相談・離乳食相談

5 水 脳力アップ教室②
6 木 健康相談
7 金 上田地域夏季就職面接会

8 土 希望保育
年長保護者会作業

9 日 消防ポンプ操法・ラッパ吹奏上小大会

11 火 介護者のつどい④
心の健康相談

12 水 さわやか体力づくり

13 木 法律相談・身障相談
ワンコイン講座（ビーズアクセサリー）

14 金 わくわく広場

15 土 希望保育
スポーツレクリエーション祭2017「夏の部」（長和町）

16 日 結婚相談
村営プール一般開放開始・青木村プール祭り

19 水 筋力アップほきぼき教室④
１歳６ヵ月児健診

20 木 赤ちゃんのためのおはなし会・おもちゃ図書館来館
男性の料理教室

22 土 希望保育
23 日 図書館夕涼会

24 月 肺がんレントゲン検診
中学校終業式

25 火 図書館夕涼会
肺がんレントゲン検診

26 水 さわやか体力づくり　　小学校終業式
肺がんレントゲン検診

27 木 小学校夏季休業
28 金 心の健康相談
29 土 希望保育

30 日 図書館休館
盆踊り講習会

13広報あおき　460号



◆目指す将来の都市像
 「健康寿命延伸都市・松本」の創造を目指して
　松本市では、市民一人ひとりの命と暮らしを大切に
考え、だれもが健康でいきいきと暮らせるまちづくり

「健康寿命延伸都市・松本」の創造を進めています。
　また、平均寿命から健康寿命へと価値観の転換が進
む現在は、まさに、「美しく生きる。」ための「生き方」が
問われる時代と言えます。
　すべての市民の皆さんが、「命の質」や「人生の質」を
高める「生きがい」を見出すことができるまち。そして、

「このまちで生きていく」と思っていただける、そのよ
うなまちをつくる「生きがいの仕組みづくり」を進めて
います。

ふるさと情報　フォトｄｅあおき

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

環
境
美
化
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

児
童
セ
ン
タ
ー
で

お
蚕
さ
ん
の
糸
取
り
体
験

　

青
木
村
高
齢
者

ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
地
区
役
員
を
対

象
に
「
塩
田
平
の

文
化
財
巡
り
」
の

研
修
会
を
五
月

十
六
日
㈫
に
行
い

ま
し
た
。
中
禅
寺
、

塩
野
神
社
、
前
山

寺
、
生
島
足
島
神

社
を
巡
り
ま
し
た
。

会
長
の
沓
掛
貞
人

さ
ん
の
専
門
的
で
楽
し
い
説
明
が
あ
り
「
近
く
に
住
ん

で
い
て
も
じ
っ
く
り
見
学
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。」
と

い
う
役
員
が
多
く
、「
ぜ
ひ
ま
た
家
族
や
友
人
と
来
て
み

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
地
区
役
員
の
親
睦
交
流

の
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
統
一
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
斉
行
動
と
し
て
、
五
月
二
十
八
日
㈰

に
村
内
の
峠
を
中
心
と
し
た
沿
道
の
ご
み
拾

い
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
村
内
外
の
企
業
や
団
体
の
約
七
十

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
村
内
各
地
域
で
も
美
化

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
役
員
を
中

心
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
然
豊
か
な
青
木
村
の
環
境

美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
青
木
村
児
童
セ
ン

タ
ー
で
蚕
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

五
月
二
十
九
日
㈪
は
、
信
州
大
学
の
金
勝

先
生
の
指
導
の
も
と
、
児
童
セ
ン
タ
ー
に
来

て
い
た
子
ど
も
達
が
、
蚕
の
繭ま

ゆ

を
茹
で
る
と

こ
ろ
か
ら
、
座ざ

ぐ繰
り
器
を
使
っ
た
糸
引
き
ま

で
、
製
糸
工
程
の
一
連
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

繭
を
茹
で
た
時
の
独
特
な
匂
い
を
感
じ
、

糸
を
取
る
大
変
さ
を
知
り
、
ま
た
取
れ
た
糸

の
美
し
い
光
沢
や
、
糸
を
取
り
終
わ
っ
た
後

に
残
っ
た
蛹さ
な
ぎが
観

察
で
き
、
子
ど
も

達
に
と
っ
て
、
と

て
も
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

青
木
村

あっ!!

松本ってどんなまち？～松本市の都市像～
◆三ガク都（読み方：さんがくと）
　三つの「ガク都」を標榜しています。
●岳都
　多くのアルピニストを迎えるとともに、上高地、
乗鞍高原、美ヶ原高原などの山岳を守り、美しい
自然環境を次代につなぐまち
●楽都
　セイジ・オザワ 松本フェスティバルの開催地、バイ
オリンの調べが流れる松本。芸術・文化を発信するまち
●学都
　国宝松本城を守り、重要文化財旧開智学校を開
校した松本。学問を尊ぶ進取の気質と伝統文化に
あふれるまち

1

1
JR 東海道新幹線

JR 東海道本線

静岡
清水

静岡 IC

富士 IC
沼津 IC

御殿場 IC

至 東京

熱海

伊東

沼津三島
富士

修善寺

下田

駿河湾
静 岡 県

裾野 IC
長泉町

松本市松本市

松本城

上高地

出張版 Vol.2

茹でた繭の糸取り
座繰り器を使った糸引き体験
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青
木
村
と
郵
便
局
と
の

　
　

協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

あ
お
き
っ
子
の
活
躍
！

第
二
十
八
回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

子
供
自
転
車
青
木
大
会
開
催
！

特
定
外
来
生
物「
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
」駆
除
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た

　

こ
の
度
、
村
で
は
郵
便
局
と
「
青
木
村
と

郵
便
局
と
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
、
六
月
一
日
㈭
調
印
式
を
役
場
に
て
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
、
地
域
見
守
り
活
動
の
協
力
、
道

路
・
公
共
施
設
異
状
の
情
報
提
供
、
不
法
投

棄
の
情
報
提
供
、
そ
の
他
、
火
災
・
漏
水

等
の
異
常
と
思
わ
れ
る
事
象
を
発
見
し
た
場

合
の
情
報
提
供
の
協
力
を
い
た
だ
く
も
の
で

す
。

　

今
回
の
協
定
は
、
安
全
・
安
心
な
村
づ
く

り
、
日
本
一
住
み
た
い
村
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
強
力
な
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

青
木
小
学
校
六
年
生
の
富
澤  

昊
さ
ん
が
六
月
三
日
㈯
に
東
京
吉

祥
寺
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
十
七

回 F.I.H. JAPAN
 

ハ
ー
モ
ニ
カ

コ
ン
テ
ス
ト　

ブ
ル
ー
ス
部
門
」

に
お
い
て
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
2
0
1
5
年
開
催
、
同
コ
ン

テ
ス
ト
に
お
い
て
の
最
年
少
出
場

記
録
に
続
き
今
回
、
最
年
少
受
賞

記
録
を
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
々
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
ま

し
た
。

　

子
供
自
転
車
青
木
大
会
が

六
月
十
七
日
㈯
、
小
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
、
十
一
名
の

子
供
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
小
学
三
年
生
を
含

む
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
全
員

が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
練
習
に

励
み
、
大
会
で
は
立
派
に
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
大
会
で
上
位

入
賞
し
た
子
供
は
、
七
月
八

日
㈯
に
松
本
総
合
体
育
館
で

開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
地
区

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

六
月
十
一
日
㈰
、
第
二
十
八
回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
上
田
丸
子
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
リ
オ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
、
今
年
は
八
十
五
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
存
分
に
実
力
を
発
揮
さ
れ

る
と
と
も
に
、
村
内
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
と

の
交
流
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　  〈
上
位
の
成
績
〉

    

優
　
勝
　
金
川
　
　
昭
さ
ん

    

準
優
勝
　
古
見
　
　
茂
さ
ん

    

第
一
位
　
宮
原
　
義
彦
さ
ん

　

六
月
十
一
日
㈰
、
特
定
外
来
生
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
オ
オ
キ
ン
ケ

イ
ギ
ク
」
の
駆
除
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
業
に
は
、
青
木
村
自
然
を
守
る
会
の

皆
さ
ん
を
中
心
と
し
た
住
民
の
方
や
、

役
場
職
員
が
参
加
し
、
村
道
敷
き
に

密
集
し
て
黄
色
の
花
を
つ
け
て
い
る

「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」
を
根
か
ら
引

抜
き
駆
除
し
ま
し
た
。

　
「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」
は
家
庭
の

庭
先
で
咲
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
駆

除
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

過
去
の
広
報
あ
お
き
掲
載
記
事
を

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、「
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
」
の
駆
除
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ふるさと情報　フォトｄｅあおき
青
木
村

あっ!!

抜き取り駆除の状況

収集の状況
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募集中!

美
し
い
青
木
村
二
〇
一
八
年
度
版

　
　
カ
レ
ン
ダ
ー
用
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

東
京
農
大
青
木
村
研
修
始
ま
る

　

六
月
十
二
日
㈪
役
場
に
て
、
村
の
自
衛
官

募
集
相
談
員
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
当
郷
区

の
召
田
嘉
弘
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
召

田
さ
ん
は
平
成
二
十
三
年
に
就
任
さ
れ
て
以

来
、
自
衛
官
の
募
集
相
談
事
務
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
召
田
さ
ん
は
長
野
県
自
衛
官
募
集

相
談
員
東
信
地
区
協
議
会
の
会
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

二
〇
一
七
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
で
は
、
多
く
の
皆
様
に
ご
応
募
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
も
ニ
〇
一
八
年
度
版
青
木
村

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す
る
写
真
【
風
景
・
祭
・
行
事
・
特
産

品
な
ど
】
を
広
く
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
い
応
募
方
法
は
役
場
・
農
産
物
直
売
所
・
文
化
会
館
等
に
置
い
て

あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

青
木
運
輸
倉
庫
㈱
様
よ
り
青
木
村

役
場
へ
コ
ピ
ー
ボ
ー
ド
一
式
、
㈱
キ
ャ

ス
テ
ク
様
よ
り
青
木
村
児
童
セ
ン

タ
ー
へ
ポ
ー
タ
ブ
ル
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア

ン
プ
一
式
、
青
木
村
郷
土
美
術
館
前

館
長
の
櫻
田
義
文
様
よ
り
青
木
村
郷

土
美
術
館
へ
画
集
「
ス
ペ
イ
ン
水
彩

画
紀
行
」
百
冊
の
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

本
年
度
も
東
京
農
業
大
学
の
青
木
村
研
修
が
始

ま
り
ま
し
た
。
第
一
弾
の
六
月
二
日
㈮
～
四
日
㈰

は
、
エ
ゴ
マ
苗
の
半
自
動
移
植
機
に
よ
る
定
植
や

遊
休
農
地
の
活
用
に
向
け
た
管
社
里
山
ひ
つ
じ
会

の
取
組
事
例
の
聴
講
、
村
の
耕
作
放
棄
地
の
現
状

確
認
、
道
の
駅
あ
お
き

の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
の

打
ち
合
わ
せ
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　
七
月
か
ら
は
、
毎
月
一

回
の
予
定
で
、
農
業
体

験
や
調
査
・
研
究
を
通

じ
て
村
民
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
が
行
わ
れ
ま
す
。

村
で
は
、
こ
の
研
修
が

様
々
な
課
題
解
決
の
糸

口
と
な
り
、
村
の
更
な

る
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ふるさと情報　フォトｄｅあおき
青
木
村

あっ!!

「新緑の中を駆ける」  撮影者 ： 橋詰榮一
撮影場所 ： ふるさと公園あおき（2017年6月撮影）

「少年野球と桜」  撮影者 ： 早川ふじ子
撮影場所 ： グラウンド （2017年4月撮影）

村
に
三
件
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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長
泉
町
で
は
「
子
ど
も
を
育
て
な

が
ら
働
き
た
い
」「
仕
事
復
帰
し
た
い

け
ど
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
心
配
」
な
方

な
ど
、
家
事
や
育
児
、
介
護
な
ど
と

仕
事
を
両
立
し
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

働
き
た
い
方
を
応
援
す
る
事
業
を
始

め
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
㈭
に
は
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な

が
い
ず
み
で
第
１
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー

が
開
か
れ
、
講
師
の
本
間
朝
子
さ
ん

（
知
的
家
事
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
が
効

率
的
な
家
事
の
方
法
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
、
軽
食
を
楽

し
み
な
が
ら
参
加
者
同
士
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　『
姉
妹
都
市
・
長
泉
町
を
ご
紹
介
』

長泉町から長泉町から 姉　妹　都　市姉　妹　都　市

1

1
JR 東海道新幹線

JR 東海道本線
東名高速道路

浜松 IC
浜松

至 名古屋

静岡
清水

静岡 IC

富士 IC
沼津 IC

御殿場 IC

至 東京

熱海

伊東

沼津三島
富士

修善寺

下田

駿河湾
静 岡 県

裾野 IC
長泉町

　　長泉町役場・行政課
　　　☎055-989-5500
問

ふるさと情報　フォトｄｅあおき
青
木
村

あっ!!

（
敬
称
略
）

材
料（
２
人
分
）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
…
…
…
…
半
株

生
姜
…
…
…
…
…
…
…
親
指
大

み
ょ
う
が
…
…
…
…
…
…
１
本

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
…
大
さ
じ
２
／
３

し
ょ
う
ゆ
…
…
…
…
小
さ
じ
１

と
う
ふ
（
木
綿
・
絹
お
好
み
で
）

…
…
…
…
１
丁

　

食
材
の
お
買
い
求
め
は
、
道
の

駅
あ
お
き
農
産
物
直
売
所
ま
で
！

協
力
：
御
食
事
処 

恵

作
り
方

① 

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
小
房
に
分

け
、
水
に
塩
少
々
を
入
れ
、

や
わ
ら
か
め
に
下
ゆ
で
す
る
。

② 

生
姜
を
す
り
お
ろ
す

③ 

み
ょ
う
が
を
み
じ
ん
切
り
に

す
る
。

④ 

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
細
か
く
切

る
。

⑤ 

２
～
４
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
と
し
ょ
う
ゆ
で
よ

く
混
ぜ
る
。

⑥ 

５
で
作
っ
た
ソ
ー
ス
を
と
う

ふ
に
か
け
て
出
来
上
が
り
!!

　
　

  

作
っ
た
ソ
ー
ス
は
パ
ス
タ

　

  

な
ど
に
あ
え
て
も
美
味
し

い　
く
い
た
だ
け
ま
す
。

   ワンポイント

たっぷりブロッコリーソースで
食べる冷たいとうふ

道の駅あおき農産物直売所で

購入できる食材を使って、

旬で手軽な料理を紹介するよ！

地産地消プロジェクト

レシピ.1レシピ.1
おらが村の味おらが村の味

働
き
た
い
方
を
応
援
し
ま
す

長
泉
わ
く
わ
く
キ
ャ
リ
ア

創
出
事
業
ス
タ
ー
ト

喜憂の欄については、HP上での掲載はしていません。
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再生紙を使用しています

真
田
氏
と
青
木
村

砥
石
城
の
戦
い
（
一
）

（
文
責   

沓
掛
貞
人
）

武
田
信
玄
の
敗
戦
〜
砥
石
崩
れ

真
田
幸
隆
が
、武
力
・
政
略
等
に
勝
れ
晴
信（
信
玄
）重
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、武
田
遺
臣
の
著
と
さ
れ

る『
甲
陽
軍
艦
』に
も
窺
う
か
が

う
事
が
で
き
る
。

そ
れ
を
す
べ
て
事
実
で
あ
る
と
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
と
し
て
も
、幸
隆
が
武
田
の
下
で
そ
の
才
能
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
ぅ
。

そ
の
第
一
は
、な
ん
と
云
っ
て
も
天
文
二
十
年（
一
五
五
一
）五
月
の
砥
石
城
攻
略
で
あ
っ
た
。

砥
石
城
は
上
田
市
の
北
東
部
に
位
置
し
伊
勢
山
と
金
剛
寺
に
挟
ま
れ
、東
側
は
神
川
の
造
っ
た
断
崖
に
面
し

た
要
害
堅
固
の
山
城
で
す
。海
野
平
の
合
戦
後
、こ
の
城
は
塩
田
城
と
共
に
村
上
義
清
の
小
県
郡
に
お
け
る

重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
幸
隆
も
旧
地
回
復
の
た
め
に
、是
非
と
も
攻
略
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
城
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

天
文
十
九
年（
一
五
五
〇
）七
月
武
田
晴
信
は
松
本
平
に
侵
攻
し
て
信
濃
の
強
敵
小
笠
原
長
時
を
林
城
に
攻
め

破
っ
た
。こ
れ
は
上
田
原
敗
戦
の
処
理
と
地
盤
固
め
を
諏
訪
・
伊
那
・
佐
久
地
方
に
お
い
て
一
年
が
か
り
で
済

ま
せ
、充
分
体
制
を
整
え
た
上
で
の
侵
攻
で
あ
り
、よ
ほ
ど
猛
進
撃
と
み
え
、松
本
平
に
点
在
す
る
諸
城
は
自

落
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
で
松
本
平
の
全
域
を
掌
中
に
し
、領
国
経
営
の
基
盤
づ
く
り
を
行
っ
た
後
に
晴
信
は
転
じ

て
砥
石
城
の
攻
略
に
か
か
る
た
め
、陣
を
松
本
か
ら
小
県
郡
の
長
窪
城
に
移
し
た
こ
の
時
期
に
村
上
氏
と
高

井
の
高
梨
氏
が
不
仲
に
な
り
、晴
信
は
そ
の
機
を
伺
っ
て
行
動
し
た
と
思
わ
れ
る
砥
石
城
の
攻
略
に
つ
い
て

は「
高
白
斎
記
」に
詳
細
に
あ
る
が
、そ
れ
に
よ
れ
ば
晴
信
は
八
月
十
九
日
に
長
窪
に
着
陣
・
二
十
七
日
に
同
所

を
出
立
す
る
ま
で
軍
議
を
凝
ら
し
、何
名
も
の
武
将
を
砥
石
城
に
偵
察
に
差
し
向
け
て
い
る
。先
の
上
田
原
の

戦
が
慎
重
な
行
動
を
と
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

二
十
八
日
に
は
屋や

こ

う

ち

降
地（
下
原
）に
陣
を
張
り
翌
二
十
九
日
に
は
晴
信
が
自
ら
城
に
出
向
き
城
内
に
、矢
を
射

込
ま
せ
た
。九
月
九
日
か
ら
総
攻
撃
を
開
始
し
攻
撃
は
二
十
日
続
い
た
が
砥
石
城
は
天
然
を
巧
み
に
利
用
し

た
城
で
あ
っ
た
。東
方
は
神
川
に
続
く
崖
に
な
り
、西
方
も
ま
た
峻
嶮
で
背
後
の
太
郎
山
に
続
く
尾
根
は
掘
割

が
大
き
く
、多
く
あ
り
構
え
が
堅
固
で
あ
り
、兵
も
固
く
防
戦
す
る
の
で
、落
と
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
方
で
は
反
目
し
て
い
た
義
清
と
高
梨
は
和
睦
が
成
立
し
た
の
で
、武
田
方
に
協
力
し
た
清
野
氏
と
寺
尾
氏

が
攻
め
ら
れ
た
の
で
、真
田
幸
隆
は
寺
尾
城
に
救
援
に
む
か
っ
た
が
、こ
の
間
に
砥
石
城
は
落
ち
ず
武
田
方
の

戦
況
は
不
利
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

晴
信
は
同
月
三
十
日
に
武
将
達
を
集
め
て
談
合
し
た
結
果
、事
を
納
め
る
こ
と
を
決
意
、十
月
一
日
朝
・
帰
陣

を
は
じ
め
た
。こ
れ
を
見
た
村
上
勢
は
反
撃
に
転
じ
武
田
軍
を
激
し
く
攻
め
て
大
打
撃
を
与
え
た
。妙
法
寺

記
は「
横
田
備
中
守
ヲ
始
メ
ト
シ
、随
分
衆
千
人
バ
カ
リ
討
死
ナ
サ
レ
候
サ
レ
ド
モ
御
大
将
ハ
ヨ
ク
引
キ
メ
サ

レ
候
此
ノ
ア
タ
リ
テ
ハ
小
沢
武
部
殿　

渡
辺
雲
州
が
打
死
致
シ
候　

遠
ク
ハ
国
中
皆
捨
候　

嘆
キ
言
語
道

断
限
リ
無
シ
」と
記
し
そ
の
敗
北
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
甲
州
衆
五
千
計
討
死
」と
も
記
す
当
時
の
記
録
も
あ
る
。ま
た
晴
信
は
危
う
く
、そ
の
夜
に
望
月
ま
で
逃
げ

て
、翌
日
大
門
峠
を
越
え
て
諏
訪
に
入
り
七
日
に
甲
府
に
帰
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
が
有
名
な『
信
玄
の
砥
石
く
ず
れ
』で
あ
る
連
戦
連
勝
の
と
も
い
う
べ
き
信
玄
に
と
つ
て
は
生
涯
に
一
度

の
大
敗
戦
で
あ
っ
た
。

３年生は「総合的な学習の時間」で花を育てたり、
ラポートあおきのみなさんと交流したりします。
えがおの花・ありがとうの花・やさしさの花…
たくさんのすてきな花を咲かせられる１年にしたいです。

30人の花をさかそうがんばれ
  あおきっ子 青木小学校３学年
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